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７ ５２号建物屋根等補修工事

　７５２号建物屋根等補修工事

　工事場所平面図

　ｱﾝﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ平面図・立面図
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　７５２号建物平面図、屋根伏図、断面図
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仕様書番号：第　　１６　　号



仕 様 書
１　工事件名

２　工事場所
　　千葉県木更津市吾妻地先　　陸上自衛隊木更津駐屯地

３　工事概要

工事件名 図面番号

図面名称 　仕様書 縮 尺

５　特記事項

実施場所 種 別 規格等

新設ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑは、既設母屋にﾋﾞｽ止めとする。

参考製品
　(株)淀川製鋼所　　　ﾖﾄﾞﾙｰﾌ88
　千代田鋼鉄工業(株)　CK折板88型
　日鉄鋼板(株)　　　　ﾆｸｽｶﾗｰPro

谷樋(耐酸被覆鋼板　厚0.6)及び縦樋(塩ﾋﾞ管
VP100)の撤去・新設とし、色は新設屋根に合
わせたものとする。

参考製品
　積水化学　 ｴｽﾛｺｲﾙ
　Panasonic　谷ｺｲﾙ

とい工事

 (1)　本工事の材料等は下記同等品以上とする。

陸上自衛隊　木更津駐屯地業務隊　管理科

－

折板屋根（働き幅600、山高88、ァ0.8）、
ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ、面戸等付属金物の撤去・新設とし、
色は既存同系色とする。

　　７５２号建物屋根等補修工事

　７５２号建物屋根等補修工事

７５２号建物 屋根工事
(ﾌｨﾘﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ)

ｱﾝﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ 給油設備 ｺﾞﾑﾎｰｽは内面は耐油性ｺﾞﾑ、外面は耐候性ｺﾞﾑ、
中間に亜鉛ﾒｯｷ鉄線(径3.2㎜)、ｱｰｽ線及び強力
ﾚｰｼｮﾝの3層ｺﾞﾑﾎｰｽとする。

2 / 7

 (1)　７５２号建物　折板屋根撤去・新設　延59.6㎡
 (2)　アンローディングスタンド　耐圧・耐油ホース取替　2本

４　一般事項

 (2)　本仕様書及び図面に記載のない事項については、「国土交通省営繕部監修　公共建
　　築工事標準仕様書（建築工事編）」による他、関係諸基準による。

 (3)　本仕様書の記載事項に疑義を生じた場合は、すべて監督官と協議する。

 (4)　現場の納まり及び取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は監督官と
　　協議し、その指示により実施すること。ただし、原則として契約金額の増減、納期の
　　延長はしない。

 (5)  本工事により発生した発生材（金属類）は、指定の発生材調書と共に監督官に引き
　　継ぎ、指示する場所に集積する。その他の発生材は、受注者の負担において産業廃棄
　　物として適正に処分し、マニフェスト等の写しを契約工期内に提出すること。
　　なお、産業廃棄物には、工事に伴う消耗雑材、新設端材等を含むものとする。

 (6)　使用材料は、各種公共工事標準仕様書に示す規格に適合したもの及び「国等による
　　環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）を標準とし、現場に搬入
　　後、官側の検査を受け合格したものを使用すること。

 (7)　仮設材料以外の材料はすべて新品とし、ＪＩＳ規格等の適用品とする。これらの適
　　用品以外の物については、監督官と協議すること。

 (8)　契約業者は現場代理人及び主任技術者を指名し、関係諸法令に従い本工事の施工計
　　画の作成、工程管理、品質管理及び作業に従事する者の技術上の指導監督を行うと共
　　に、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行う等の事故防止に努めること。
　　なお、工事災害等は契約業者が自らその責を負うこと。

(12)　色・模様等の選定は官側の指示による。

 (9)　設計図書に示された機能及び目的を完全に満たし、実施に当たって当然必要と思わ
　　れる事項は、官側の指示を受け受注者の責任において実施すること。また、作業中既
　　存部分等に損傷を与えた場合は、受注者の責任において復旧を実施するほか、それに
　　伴う損害を補償しなければならない。

(10)　写真は施工前、施工中、施工後、隠ぺいとなる箇所、材料搬入、主要な作業段階の
　　実施状況、その他監督官の指示により計測等を実施した箇所の写真を撮影すること。
　　また、工事完成後は速やかに原版と共に整理し完成検査前に提出すること。

(11)　本工事の作業時間は平日０８：３０～１７：００までとする。平日時間外、土曜日、

　　示に従うこと。

(13)　作業に必要な電気・水道は、原則として契約業者の負担により発電機及び給水タン
　　ク等を設置する。やむを得なく官側の施設を使用する場合は有償とし、契約業者の負
　　担によりメーターを設置する。その場合の支払い方法は別に示す。

　　後速やかに施工体制台帳を提示し、官側の確認を得ること。また、官側より是正を求
　　められた場合は速やかに是正し、再提示すること。なお、外国人建設就労者を作業に

　　作業に従事させること。
　　従事させる場合は、官側より指示された書類を提出の上、官側からの許可を得た後に

(14)  本工事において、工事受注者が工事従事者との下請負契約を実施する場合は、着工

　　日曜日及び祝日は原則作業不能日とするが、監督官より指示があった場合は、その指

 (1)　本仕様書は、陸上自衛隊木更津駐屯地で実施する「７５２号建物屋根等補修工事」
　　について必要な事項を規定する。

(油種：航空燃料 JET-A1)

参考製品
　東北ｺﾞﾑ㈱　ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰｻｸｼｮﾝﾎｰｽ　80A

　　め、安全に出入りが可能な状態にすること。

　　し、燃料施設に引火することの無いよう注意すること。
 (5)　火気、火花の発生する器材等を使用する場合は、防炎シート等により十分に養生

 (4)　足場は高所作業車及び枠組足場とし、施工期間中も当該建物の使用は継続するた

　　ること。
 (3)　各工程における仕様は本仕様書、標準仕様書、各製造会社の仕様に基づき施工す

　　当該部分の清掃を実施した後に完成検査を受けること。
 (2)　既存部分を汚損しないよう必要に応じて養生をすること。また、工事完了後は、
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工事件名 図面番号

図面名称 縮 尺 図 示

陸上自衛隊　木更津駐屯地業務隊　管理科

　位置図、駐屯地案内図・配置図

位置図

陸上自衛隊
木更津駐屯地

巌根中学校
巌根駅

千葉信金

航空自衛隊

東 京 湾

中の島

木更津駅

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ

ﾛｰｿﾝ

工事調整場所
　業務隊管理科

▼
正門

工事場所
　752号建物
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駐屯地配置図　　S=NON

駐屯地案内図　　S=NON



工事件名 図面番号

図面名称 縮 尺 図 示

陸上自衛隊　木更津駐屯地業務隊　管理科

　７５２号建物屋根等補修工事

　工事場所平面図
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NN

既設建物

As舗装道

工事場所
752号建物(ﾌｨﾘﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ)

ｱﾝﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ
工事場所

CON舗装

出入口

▼

 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

工事場所平面図　　S=NON



工事件名 図面番号

図面名称 縮 尺 図 示

陸上自衛隊　木更津駐屯地業務隊　管理科
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　谷樋、ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ含む
　亜鉛ﾒｯｷｶﾗｰ鋼板　H88　ァ0.8
折板屋根撤去・新設　延59.6㎡

Ｂ'

250 7,970 250

７５２号建物平面図　　S=1/75

７５２号建物屋根伏図　　S=1/75
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縦樋撤去・新設
　VP100　L=6,500×2箇所

　亜鉛ﾒｯｷｶﾗｰ鋼板　H88　ァ0.8
　谷樋、ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ含む▼最高高さ

X1

7,040 190190

7,420

折板屋根撤去・新設　延59.6㎡

Ａ－Ａ'断面図　　S=1/75
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勾配　3/100
▼最高高さ

△軒高
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折板屋根撤去・新設　延59.6㎡
　亜鉛ﾒｯｷｶﾗｰ鋼板　H88　ァ0.8
　谷樋、ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ含む

Ｂ－Ｂ'断面図　　S=1/75
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　７５２号建物平面図、屋根伏図、断面図



工事件名 図面番号

図面名称 縮 尺 図 示　軒先・谷樋・妻側詳細図

陸上自衛隊　木更津駐屯地業務隊　管理科

梁(H-200*100*5.5*8)

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ撤去・新設

L型鋼板

▼最高高さ

△軒高

母屋(C-100*50*20*2.3)

90
16

2
8
8

8
8

1
00

梁(H-350*175*7*11)

梁(H-200*100*5.5*8)

ｹﾗﾊﾞ包み新設

妻用ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ撤去・新設

既設母屋
C-100*50*20*2.3

折板屋根撤去・新設

軒先化粧面戸撤去・新設

25 200 25

11
0

300

250250

樋受け金物(＠500)撤去・新設
防塵網(φ100)撤去・新設　2箇所

谷樋(耐酸被覆鋼板　ァ0.6)撤去・新設

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ撤去・新設
水切面戸撤去・新設

梁(H-350*175*7*11)

勾配　3/100

軒先詳細図　　S=1/10

妻側詳細図　　S=1/10

〃 〃 〃 〃 〃 200200

8,470

変形防止材撤去・新設　8本
　L-4*50*50　L=700

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ撤去・新設
折板屋根撤去・新設

縦樋撤去・新設
　VP100　L=6,500　2箇所

谷樋詳細図　　S=1/10
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工事件名 図面番号

図面名称 縮 尺 図 示

既設そのまま 撤去・新設撤去・新設
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陸上自衛隊　木更津駐屯地業務隊　管理科

　７５２号建物屋根等補修工事

　ｱﾝﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ平面図・立面図

ｱﾝﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ平面図　　S=1/50

▼GL

既設そのまま 撤去・新設撤去・新設

耐圧・耐油ﾎｰｽ撤去・新設
　撤去：80A　L=3,000
　新設：80A　L=3,500

　MAX-LOK 300-C
ﾎｰｽｼｬﾝｸｶﾌﾟﾗｰ撤去・新設

耐圧・耐油ﾎｰｽ撤去・新設

　新設：80A　L=3,500

　MAX-LOK 300-C
ﾎｰｽｼｬﾝｸｶﾌﾟﾗｰ撤去・新設

　撤去：80A　L=3,000

ｱﾝﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ立面図　　S=1/50

　JIS 10K 80A
ﾎｰｽﾌﾗﾝｼﾞ撤去・新設 ﾎｰｽﾌﾗﾝｼﾞ撤去・新設

　JIS 10K 80A

ｱｰｽ線撤去・新設

ﾎｰｽﾌﾗﾝｼﾞ撤去・新設
　JIS 10K 80A

耐圧・耐油ﾎｰｽ撤去・新設
　撤去：80A　L=3,000

　MAX-LOK 300-C
ﾎｰｽｼｬﾝｸｶﾌﾟﾗｰ撤去・新設

　新設：80A　L=3,500


